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昭
和
二
十
一
年
十
一
月

に
農
地
改
革
を
推
進
す
る

た
め
に
、
農
地
委
員
（
十

人
）
が
選
挙
で
選
ば
れ
ま

し
た
。
わ
た
し
も
そ
の
中

の
一
人
と
し
て
、
地
主
と

小
作
者
の
調
整
に
東
奔
西

走
し
ま
し
た
。
特
に
昭
和

二
十
二
～
三
年
の
こ
ろ
は

地
主
と
小
作
の
争
い
が
激

し
く
、
農
地
委
員
は
自
分

の
仕
事
も
投
げ
出
し
て
働

き
ま
し
た
。
わ
た
し
の
一

番
骨
を
折
っ
た
思
い
出
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　
．
、
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ニ
列
目
の
左
が
樋
ロ
さ
ん
で
す

軸
弾
弾
聲
砦
弾
蕎
鯨
熱
砦
盤
熱
懸
聾
軸
弾
軸
砦
熱
砦
砦
懸
懸
砦
赫
盤
軸
盤
聾
懸
懸
魯

’
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4月11日～5月10日
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保健衛生の

　お知らせ

へ
●　
　
》

r
o

勢怠さん
憲れないで

■ツベルクリン反応検査およびBCG　S58．1．1～S58．12。3生まれ）

　5月8日　14：00～15＝00　芋沢、田沢、東田沢、如来寺、豊里、上

山／保健センター
　5月15日　14：00～15：30　倉俣地区、貝野地区、高道山地区、清津

　　　　　峡地区（土倉、倉下含む）／保健センター

■レントゲン検診

　4月27日　（詳しくは、通知書をご覧ください）

■献　血

　5月8日　10：00～15＝00／保健センター前

■母親学級

　4月17日　8：30～9＝00／保健センター／妊娠中の栄養、家族計画

■妊婦検診

　4月17日　13＝30～14：00／上村病院

ロ乳幼児検診

　4月23日　13：00～14：00／保健センター／S58．4。2～58。9。30生）

　5月11日　13：00～14：00／　　〃　　　／S57．4．2～57．9．30生）

　5月14日　13：00～14：00／　　〃　　　／S55．10。1～56．4．1生）

■塩分調査報告会

　4月12日　9：30～11：00／清津峡（小）／角間、葎沢、小出

　　　　　　13：30～15：00／保健センター／上山

■健康相談日

　4月23日　9：30～16＝00／保健センター

唖月1　H　　　　π　　　H

塩分調査結果報告会（清津峡小学校9：30～、角間、小

出、葎沢）　（保健センター13：30～上山）

13
　　働

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

二ぶし会総会（保健センター13：00～）

⑮・
　　鋤

休日救急医（池田医院552－2581）

17
　　㈹

母親学級、妊婦検診（P10参照）

20
　　働

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

狂犬病予防接種（P6参照）

麟　　象・

　　叢
　　　ず　㌶鋤

休日救急医（中条病院β57－3018）

23
　　（月）

乳児検診（P10参照〉健康相談日（保健センター9：

30～16：00）　狂犬病予防按種（P6参照）

24
　　㈹

母子・衛生推進員合同会譲（保健センター13：00～〉

住み郷中里分会推進員会臓（保健センター9二30～）

センター

27
　　働

レントゲン検診（後日通知）　心配ごと相談日（老人

福祉センター13：00～16：00）　行政相談日（老人福

祉センター13：00～16：00）

⑳’

　　㈱

休日救急医（富田医院a52－3269）

覇釜
休日救急医（山口医院盤52－2174）

難
休日救急医（大島医院ロ52－2957）

4
　
働

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

懸騰灘 休日救急医（至誠堂医院552－3276）

　　　、臣斑』

1⑥難
　　灘

休日救急医（第2藤巻医院568－2018）

7
　
（
月
）

交通事故移勤相談所（十日町市役所10：00～15＝00）

8
　
㈹

ツベルクリン反応検査およびB　C　G（P10参照）

献血（P10参照）

※変更する場合があります。御用の際は

　担当課で確認を。

今月の表紙

㎏
　
表
紙
の
写
真
は
、
三
月
二
十

九
日
に
行
わ
れ
た
上
山
原
の
消

雪
剤
散
布
の
と
き
の
写
真
で
す
。

　
早
朝
六
時
固
く
締
っ
た
雪
原

を
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
散
布
機

を
つ
け
走
り
ま
く
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

▼
昭
和
二
十
年
の
豪
雪
を
上
回

る
五
九
豪
雪
で
、
毎
日
が
雪
と

の
闘
い
で
し
た
。
よ
う
や
く
、

陽
気
も
良
く
な
り
春
の
気
配
が

感
じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で

す
。
し
か
し
、
ま
だ
積
雪
は
、

二
・
三
層
（
高
道
山
）
も
あ
り
、

消
雪
時
期
が
気
に
か
か
る
と
こ

ろ
で
す
。

▼
役
場
も
新
年
度
を
迎
え
、
あ

わ
だ
だ
し
い
中
に
も
活
気
づ
い

て
い
ま
す
。
先
般
総
合
開
発
計

画
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

計
画
を
村
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
、
住
み
よ
い
村
づ

く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
・
、
ρ
、
着
用
し
よ
う
〃
∵



q霞

広報かかマごNo．333　59．4．10

臼聡會尉
　昭和59年度の予算案を審議する第1

回中里村議会定例会が去る3月12日～

3月21日までの5日間の会期で開かれ

一般会計、特別会計予算案総額31億8，

543万円が提出され、審議可決されまし

た。今回は、59年度の予算の内容を紹

介いたします。

▲住みよい村づくりをみんなの手で

　
わ
が
国
経
済
を
取
り
巻
く
国

際
情
勢
を
見
る
と
き
先
進
諸
国

の
景
気
は
、
原
油
価
格
の
安
定

物
価
の
落
ち
着
き
等
を
背
景
に

若
干
の
回
復
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
政
府
は
、
経
済
の
着
実

な
発
展
と
国
民
生
活
の
安
定
向

上
を
図
る
た
め
に
、
行
財
政
改

革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
の
財
政
事
情
は
、
村

税
、
地
方
交
付
税
を
中
心
と
し

て
お
り
、
歳
入
全
体
の
四
五
％

を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
、
前

年
対
比
○
・
四
八
％
、
四
百
七
十

六
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

二
十
一
億
九
千
八
百
万
円
で
、

前
年
対
比
六
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ

地方交付税
9億9，797万3千円

　　　（45．4％）

　　醸・顧§

⑮　　　村税
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　A　凶A　　∩AA一

円
脇
晒
講

79
10

　
り
　

　

臆
響

鯨
．

り
ま
す
が
、
住
み
よ
い
村
づ
く

り
を
目
指
し
て
積
極
的
に
事
業

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
道
路
整
備
は
、
産
業
、
経
済

の
発
達
の
基
礎
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
今
年
度
も
積
極
的
に
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
商
工
観
光
面
で
は
、
当
間
山

麓
開
発
の
一
環
と
し
て
、
た
か

ば
集
落
か
ら
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ

シ
を
結
ぶ
登
山
道
の
開
設
計
画

や
郷
土
出
身
者
と
の
交
流
を
考

え
て
い
ま
す
。

　
農
業
面
で
は
、
広
域
農
道
を

積
極
的
に
推
進
し
、
芋
川
”
桔

梗
原
間
の
橋
の
早
期
実
現
に
努

力
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
標
高

一
〇
〇
〇
厨
の
小
松
原
そ
菜
団

地
で
の
高
冷
地
野
菜
栽
培
に
力

を
注
い
で
参
り
ま
す
。

　
教
育
面
で
は
、
今
年
度
に
体

育
館
と
グ
ラ
ン
ド
造
成
を
行
い

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
の
開
校

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
最
近
、
北
越
北
線
や
清
津
川

灘＼
国庫支出金
億4，557万2千円（6．6％）

県支出金1億6，016万3千円（7．3％）

ダ
ム
問
題
が
浮
上
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
に
も
慎
重
に
対

処
し
て
参
り
ま
す
。

　
村
民
の
健
康
や
福

祉
の
充
実
は
、
大
き

な
行
政
課
題
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
ま
で
以
上
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
も
豊
か
で

住
み
よ
い
村
づ
く
り

の
た
め
に
全
力
を
投

入
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

★
下
山
・
清
田
山
線
改
良

★
芋
沢
・
大
原
線
改
良

★
芋
川
村
中
線
改
良

★
小
原
線
改
良

★
小
出
・
重
地
線
改
良

　
　
　
　
五
路
線
一
四
三
一

★
下
山
・
清
田
山
線
舗
装

★
芋
沢
・
大
原
線
舗
装

★
芋
川
村
中
線
舗
装

★
小
原
線
舗
装

★
田
沢
・
荒
屋
線
舗
装

★
荒
屋
、
桔
梗
原
線
舗
装

　
　
　
　
六
路
線
一
六
九
一

mm

★
防
雪
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
（
消
雪
パ
イ
プ
）

〈
林
　
道
〉

★
峰
越
林
道
田
代
線
開
設

★
角
間
・
土
倉
線
開
設

★
小
松
沢
線
開
設

　
　
　
　
三
路
線
ニ
ニ
O
O
m

★
小
出
・
田
代
線
舗
装

★
田
代
線
舗
装

　
　
　
　
　
二
路
線
八
四
〇
m

★
郷
土
出
身
者
交
流
会

★
当
間
山
麓
登
山
道
開
設

★
清
田
山
自
然
運
動
公
園
テ
ニ

　
ス
コ
ー
ト
舗
装

★
田
沢
虚
空
蔵
菩
薩
公
園
案
内

　
板
設
置

★
観
光
誘
客
宣
伝

★
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
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千
慨

費
励
毘

育
”
ー

教
鵬

　
　
鮒龍

費
2
（
　
円
6
）

業
万
　
　
万
3

産
6
1
費
舗
q

水
欄
　
　
，

麟
－
木
潮

　
　
　
土
2

　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
出
　
　
万

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
歳
億
8
0

　
　
　
　
　
2
1
創

　
〈
圃
場
整
備
〉

★
清
田
山
地
区
　
　
　
五
二
㎞

　
〈
経
営
近
代
化
施
設
〉

★
小
松
原
第
一
、
第
二
生
産
組

　
合
農
機
具
格
納
庫
二
棟
、
ト

　
ラ
ク
タ
ー
二
台
、
ト
ラ
ッ
ク

　
ニ
㌧
車
一
台

★
地
域
農
政
推
進
事
業

★
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業

■■■L　　．置噸　　　表
▲活力ある村づくりに全力を尽す

麟
。
鶴
・
織
臨

描
諜
．

★
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事

　
業
★
水
路
整
備
事
業
（
清
田
山
・

　
重
地
・
倉
俣
・
田
代
・
宮
中
）

★
婦
人
健
康
づ
く
り
事
業

★
結
核
予
防
対
策
　
幅

★
予
防
接
種
事
業
鞠

　
　
　
円

　
　
　
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
で
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
万
跳

　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
他
9
3
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
　
　
　
　
　
　
ω

　
　
の
渇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
フ

　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
そ
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千

　
　
　
　
　
　
　
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
費
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
5

　
　
　
　
　
　
防
61

　
　
　
　
　
　
　
　
　
乏

　
　
　
　
　
　
消
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛

★
胃
ガ
ン
検
診

★
子
宮
ガ
ン
検
診

★
訪
問
指
導
事
業

★
老
人
保
健
事
業

★
各
種
団
体
育
成
事
業

★
患
者
輸
送
車
運
行
事
業

　
　
　
ス
ポ
ワ
ツ
テ
ス
ト

欝
麟
韓
嚢
霧
き
嚢

韓総馨麟馨馨馨馨馨馨韓懸韓馨馨韓韓

村民1人あたりの予算の内訳

愚汎　　合計310，759円　　薗 田
　
　
　
　
”
『
『
…

愚
　
騨
一
㎝
｝
一
一

　
　
　
艦
、

地方交付税
141，096円

★
統
合
中
学
校
体
育
館
建
設

★
田
中
集
落
セ
ン
タ
ー
建
設

★
森
上
遣
跡
報
告
書
発
行

★
村
民
体
育
祭

★
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

★
村
民
球
技
大
会

★
村
民
ス
キ
i
大
会

★
村
民
テ
ニ
ス
大
会

★
家
庭
教
育
講
座

★
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動

★
婦
人
リ
：
ダ
ー
養
成
講
座

★
高
齢
者
講
座

★
若
い
母
親
学
級

★
村
民
教
養
講
座

★
芸
術
祭

★
芸
能
祭

★
村
史
編
さ
ん
事
業

★
成
人
式

★
青
年
講
座

　
　
一
『
一
皿
㎜

　
　
　
　
　
一
『
一
…
　
　
　
　
‘

繰入金
37，607円

村　税
32，225円

村　債
26，792円

国庫支出金　　　　、＼
20，581円　　県支出金
　　　　　　　22，644円

　　　　　その他
　　　　29，808円

　
　
《
道
路
改
良
》

のも
★
国
道
二
五
一
一
一
号
線
（
角
間
、

な
葎
沢
、
宮
中
）
　
★
県
道
中
深

主
見
越
後
田
沢
停
車
場
線
（
倉
俣
）

の
《
橋
梁
整
備
〉

業事
★
中
深
見
越
後
田
沢
停
車
場
線

県
（
芋
川
）

．
　
《
防
雪
対
策
》

国る
★
国
道
三
五
三
線
（
葎
沢
）

い
★
小
千
谷
、
十
日
町
、
津
南
線

て
（
堀
之
内
）

し望
★
県
道
清
津
公
園
線
（
小
出
）

要
《
河
川
改
良
》

　
★
七
川
（
上
山
）
★
堀
之
川
（
干
溝
）

《
農
地
関
係
》

★
国
営
苗
場
山
麓
総
合
農
地
開

発
事
業
（
小
松
原
）

★
広
域
農
道
（
桔
梗
原
）

★
た
め
池
等
整
備
事
業
（
五
ヵ
所
）

《
治
山
治
水
》

★
地
す
べ
り
防
止
事
業
（
土
倉

倉
下
、
角
間
）
★
復
旧
治
山
事

業
（
東
田
尻
・
朴
木
沢
新
田
）

★
な
だ
れ
防
止
事
業
（
田
代
・

西
方
・
西
田
尻
）

’
一
、
マ

鷹
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村の将察像
　
将
来
の
村
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
村
を
取
り
巻
く

自
然
、
地
理
的
条
件
を
克
服
し
た
生
活
環
境
の
整
備
が

必
要
で
あ
り
、
だ
れ
も
が
健
康
で
村
民
の
生
命
財
産
を

守
り
、
思
い
や
り
の
あ
る
福
祉
の
充
実
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
更
に
村
民
の
生
活
安
定
と
向
上
の
た
め
に
は
、
村
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
や
地
場
産
業
で
あ
る
絹
織
物
の

振
興
は
も
と
よ
り
、
自
然
、
地
理
的
条
件
を
生
か
し
た

観
光
開
発
、
企
業
誘
致
等
、
新
し
い
産
業
の
先
取
り
で

村
民
所
得
の
向
上
と
雇
用
の
場
の
拡
大
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
地
域
に
古
く
か
ら
根
ず
い
て
い
る
”
思

い
や
り
の
あ
る
忍
耐
強
さ
〃
と
い
う
特
性
と
伝
統
民
俗

文
化
を
受
け
継
ぎ
保
存
し
物
質
面
で
表
わ
れ
な
い
心
の

豊
か
さ
を
求
め
る
人
問
を
重
視
し
た
教
育
の
充
実
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
村
づ
く
り
を
行
政
の
み
に

任
か
せ
る
こ
と
な
く
村
民
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
た
行

動
を
と
り
英
知
を
集
め
、
行
政
と
村
民
が
一
体
と
な
り

目
標
遂
行
の
た
め
全
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

村
民
の
積
極
的
な
村
づ
く
り
へ
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。
，

〈
村
の
将
来
像
〉

1
自
然
と
調
和
し
や
す
ら
ぎ
と
活
力
あ
る
住
み
よ
い
村
－
岬

　
こ
の
将
来
像
を
達
成
す
る
た
め
村
政
の
施
策
を
五
項

目
に
体
系
化
し
て
実
施
し
ま
す
。

劉
…
…
奪
曽
一
…
…
…
雲
一
冒
一
三
妻
一
…
…
一
響
一
薗
…
…
…
…
一
囎
…
…
…
…
…
一
胃
暫
三
…
…
垂
一
一
…
薗
≦
一
…
一
＝
瞥
三
一
…
一
…
一
…
一
三
…
…
蔓
一
…
三
…
三
一
…
…
一
…
茎
…
臨
…
…
…
…
＝
響
…
…
…
…
…
も
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敷
地
と
し
て
活
用
し
、
当
村
農

業
の
規
模
拡
大
と
観
光
産
業
の

開
発
を
促
進
す
る
た
め
林
野
庁

当
局
と
話
し
合
い
を
進
め
、
早

期
具
体
化
に
努
め
ま
す
。

　
更
に
村
内
産
業
の
育
成
、
開

発
と
工
場
誘
致
に
努
め
る
と
と

も
に
、
後
継
者
の
教
育
環
境
と

中
核
的
担
い
手
の
研
修
施
設
等

環
境
の
整
備
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
第
閥
回
中
里
村
議
会
定
例
会
で
、
「
中
里
村
総
合
開

発
計
画
」
の
基
本
構
想
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計

画
は
、
昭
和
七
十
年
度
を
目
標
と
し
、
村
の
あ
る
ぺ
き

姿
を
ま
と
め
た
基
本
構
想
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
手
法
を
ま
と
め
た
基
本
計
画
、
よ
り
具
体
化
し
た
実

施
計
画
の
三
つ
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
基

本
構
想
の
内
容
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
村
づ
く
り

の
テ
ー
マ
は
“
自
然
と
調
和
し
、
や
す
ら
ぎ
と
活
力
あ

る
住
み
よ
い
村
”
で
す
。
皆
の
カ
で
こ
の
地
域
を
よ
く

し
、
自
信
と
誇
り
の
も
て
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
し
よ
う
。

　
　
　
あ
3

　
活
力
あ
る
住
み
よ
い
村
の
建

設
を
実
現
す
る
に
は
、
人
間
生

活
の
基
盤
で
あ
る
土
地
利
用
を

は
じ
め
と
し
て
、
基
礎
的
諸
条

件
の
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
一
、
土
地
利
用

　
土
地
は
人
間
生
活
、
生
産
活

動
の
基
盤
で
あ
り
、
ま
た
、
有

限
な
資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

自
然
的
地
域
環
境
を
活
か
し
た

本
村
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
の
高

度
利
用
を
図
っ
て
ゆ
く
こ
と
を

基
本
と
し
、
長
期
的
展
望
に
立

っ
て
村
民
の
合
意
と
協
力
を
得

な
が
ら
、
合
理
的
で
適
合
性
の

あ
る
土
地
利
用
計
画
を
つ
く
り

ま
す
。

健
康
で

安
心
し
て

生
活
で
慈
峯
鰭

当
村
は
、
半
年
が
雪
の
中
と

い
う
自
然
条
件
で
す
が
、
近
年

道
路
交
通
網
の
整
備
が
進
み
、

ほ
ぼ
全
集
落
に
通
年
交
通
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
よ

り
一
層
産
業
基
盤
の
整
備
拡
充

を
図
る
と
と
も
に
広
域
農
道
整

備
事
業
の
完
成
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
総
面
積
の
約
五
四
％

を
占
め
る
国
有
林
野
を
農
用
地

や
観
光
リ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
用

実
現
を
み
る
た
め
に
は
、
産
業

振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
充
実

な
ど
諸
条
件
が
満
さ
れ
る
と
と

も
に
心
豊
か
で
意
欲
的
な
人
づ

く
り
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
先
人
の
の

こ
し
た
教
育
立
村
の
気
風
を
踏

ま
え
つ
つ
、
生
涯
教
育
の
観
点

　
健
康
は
人
類
の
永
遠
の
願
い

で
あ
り
、
幸
福
の
根
幹
を
な
す

も
の
で
す
。
こ
の
た
め
村
民
す

べ
て
の
人
が
、
健
康
で
明
る
く

安
心
し
て
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
安
全
な
生

活
環
境
づ
く
り
と
、
幼
児
か
ら

老
人
ま
で
き
め
細
か
い
思
い
や

り
の
あ
る
福
祉
の
充
実
を
推
進

し
ま
す
。

心
豊
か
で

意
欲
酌
な

人
づ
く
り
を
．

　
　
め
ざ
す
赫

に
立
っ
て
本
村
の
教
育
を
構
想

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
学

校
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
、
社
会

職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
で
、
教

育
文
化
、
体
育
活
動
の
促
進
を

は
か
り
な
が
ら
積
極
的
に
教
育

的
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

時
代
の
先
ど
犠
に
雛

村
民
の
英
知
轟

集
め
築
《
村

　
だ
れ
も
が
誇
れ
る
自
然
と
調

和
の
と
れ
た
環
境
の
住
み
よ
い

村
づ
く
り
を
達
成
す
る
た
め
、

村
民
が
村
政
に
積
極
的
に
参
加

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、

多
様
化
、
高
度
化
す
る
行
政
需

要
に
対
応
で
き
る
合
理
的
な
行

豊
か
で
活
力
に
富
ん
だ
村
の

政
運
営
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
実
現
の
た
め
、

財
政
の
見
通
し
と
手
順
を
明
ら

か
に
し
、
適
正
な
弾
力
性
の
あ

る
財
政
運
営
を
行
い
、
事
務
処

理
の
合
理
化
を
進
め
る
た
め
、

民
営
化
、
委
託
化
を
取
り
入
れ

広
域
事
務
処
理
に
つ
い
て
も
、

検
討
を
加
え
、
よ
り
効
果
的
な

も
の
は
、
広
域
化
を
進
め
な
が

ら
、
総
合
調
整
機
能
を
充
実
し

村
民
の
理
解
と
協
力
を
得
た
計

画
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ー
■
■
■
■
ー
■
■
■
■
■
■
■
■
ー
■
■

紺

ド

■
ー
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ー
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、

四
月
か
ら
一
ヵ
月
に
つ
き
六
千

二
百
二
十
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
昭

和
五
十
六
年
度
の
保
険
料
四
千

五
百
円
を
基
本
と
し
、
そ
れ
に

毎
年
三
百
五
十
円
を
加
算
し
た

額
に
、
以
後
の
物
価
ス
ラ
イ
ド

率
を
乗
じ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
計
算
し
て
き
ま

す
と
、
五
十
九
年
度
の
保
険
料

は
、
五
千
五
百
五
十
円
と
な
り

ま
す
が
、
五
十
八
年
度
ま
で
の

物
価
ス
ラ
イ
ド
率
が
丁
一
二
二

で
あ
る
た
め
六
千
二
百
二
十
円

と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
を
将
来
に
わ

た
っ
て
健
全
に
運
営
し
て
い
く

た
め
に
行
わ
れ
る
保
険
料
の
改

正
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た

　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
み
な

さ
ん
た
い
へ
ん
ご
苦
労
様
で
し

た
。
国
民
年
金
加
入
の
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
。
今
ま
で
、

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
の
加
入
期
間
と
厚

生
年
金
の
加
入
期
間
は
、
将
来

通
算
さ
れ
、
通
算
老
齢
年
金
を

受
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
万

一
の
と
き
の
障
害
年
金
の
支
給

対
象
期
間
と
な
る
大
事
な
期
間

で
す
。
加
入
期
間
に
空
白
を
作

ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
　
詳
し
く
は
、
役
場
社
会
福
祉

課
国
民
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
（
六
三
－
二
五
一
一
）
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売
生
お
泥
気
で

　
　
　
　
邑
施
鵬
冒
膿
胞
自

擁
教
職
員
人
事
異
動
名
簿
”

【
転
出
さ
れ
た
先
生
】

　　　田　　　　学
　　　沢校
　　　小名

　　教教職””諭頭名

高
道
山
小

〃
養
教

氏
名
　
転
出
先

福
崎
　
一
夫
橘
　
　
小

樋
口
智
恵
子
外
丸
小

滝
沢
達
男
新
潟
小

神
林
　
　
均
　
三
箇
小

鈴
木
享
子
津
南
小

冨
沢
　
千
春
　
津
南
小

校
長
　
西
方
　
禎
次

教
頭
　
桑
原
　
賢
司

教
諭
黒
部
直
子

主
事
　
数
藤
美
穂
子

倉
俣
小
　
教
諭
　
黒
部
　
道
夫

　
　
　
　
教
諭
横
山
正
夫

貝
野
小
　
教
諭
久
保
田
セ
イ

　
　
　
　
主
事
南
雲
　
悦
子

清
津
峡
小

中
央
小

退
　
　
職

中
央
小

上
小
国
小

四
日
町
小

十
日
町
小

田
沢
小

鐙
島
小

〃
土
倉
分
校
教
諭
保
坂
市
左
エ
門
退
　
　
職

田
沢
中
　
教
諭

　
　
　
　
　
〃〃

倉
俣
中
　
教
諭

　
　
　
　
　
〃

大
熊
　
　
功

渡
辺
征
四
郎

小
川
　
美
素

古
川
　
正
博

北
條
　
愛
子

【
転
入
さ
れ
た
先
生
】

　
氏
　
名
　
旧
任
校

小
海
耕
作
橘
　
　
小

久
保
田
セ
イ
　
貝
野
小

今
成
　
栄
一
　
野
中
　
小

久
保
田
茂
津
南
小

小
川
昌
子
新
採
用

笠
原
圭
子
新
採
用

杉
山
　
悦
郎
　
柏
崎
教
委

佐
藤
騒
四
郎
中
通
小

井
沢
　
弘
子
　
十
日
町
小

松
原
秀
映
太
田
小

罐
　
　
博
文
飯
　
　
小

福
田
裕
美
子
葛
巻
小

宮
沢
　
典
子
　
日
吉
小

関

豊
　
小
針
小

安西津
田　南
中中中

桑小徳
原島永

裕定
治司仁

講大吉
　積田
師中中

新
潟
養
護

山
潟
中

岩
坂
　
　
茂
関
原
中

高
橋
　
匡
倫
　
講
　
　
師
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㊨
田
㊧
雪

　
　
　
発
明
工
作
教
室

　
　
　
　
公
開
の
お
知
ら
せ

　
　
　
十
日
町
少
年
少
女
発
明
ク
ラ

　
　
ブ
で
は
、
科
学
技
術
週
間
協
賛

　
　
行
事
の
一
環
と
し
て
、
当
ク
ラ

　
　
ブ
の
活
動
を
地
域
の
皆
さ
ん
に

　
　
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
左
記

　
　
の
要
領
で
発
明
工
作
教
室
を
開

　
　
催
し
ま
す
。
小
学
生
か
ら
大
人

　
　
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

　
　
す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

　
　
さ
い
。

　
　
★
日
　
時

　
　
　
四
月
一
一
十
一
日

　
　
　
受
付
　
一
時
三
十
分
～
二
時

　
　
　
四
月
二
十
二
日
㈲

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ヨ
ナ
か

衝
　
　
蒔
－
蒔
一
、
手
分

㊧
活
動
茜
二
時
間
半

魎
★
簿
叶
鰻
育

㊥
★
活
動
紙
工
作
（
紙
ト
ン
ボ

　
　
　
U
F
O
、
た
こ
等
）

　
　
★
参
加
料
　
　
笹
…
料

　
　
　
詳
し
く
は
、
十
日
町
少
年
少

　
　
女
発
明
ク
ラ
ブ
事
務
局
ま
で
。

　
　
　
　
（
a
五
七
－
二
三
〇
六
）

ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
な
い

事
業
主
は
、
お
早
め
に
保
険
料

申
告
書
に
保
険
料
を
添
え
て
、

最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労

働
基
準
監
督
署
、
労
働
基
準
局

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
労
働
基
準
監
督
署

で
は
、
四
月
お
よ
び
五
月
中
に

管
内
各
地
で
説
明
会
、
ま
た
は

記
入
指
導
会
を
行
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
労
働
基

準
監
督
署
ま
で
（
豊
五
二
－
二
〇
七
九
）

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
巡
回

　
技
術
指
導
の
ご
活
用
を

　
こ
の
指
導
は
、
各
種
エ
ネ
ル

ギ
ー
計
測
機
器
を
積
載
し
た
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
指
導
車
で
、
企
業

の
生
産
現
場
を
巡
回
し
、
重
油

電
気
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の

改
善
を
指
導
し
、
中
小
企
業
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
向
上
と

経
営
の
合
理
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

一
、
指
導
対
象

　
県
内
中
小
企
業
の
工
場
、
事

　
業
所
等

二
、
費
用
　
　
　
無
料

　
詳
し
く
は
、
県
工
業
技
術
セ

ン
タ
i
十
日
町
試
験
場
ま
で
。

（
費
五
七
－
一
一
〇
四
）

¶
一
一
6
一
麟
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労
働
保
険
料
の

　
　
納
付
は
お
早
め
に

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
労
働
保

険
料
の
申
告
と
納
付
の
受
付
け

が
、
四
月
一
日
～
五
月
十
五
日

埴
0
鄭
き
，
、
，
，
ノ

★
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
議
会

　
今
年
度
中
に
は
、
倉
下
（
十

二
峠
ト
ン
ネ
ル
入
口
）
か
ら
小

栗
山
（
六
日
町
八
箇
峠
）
ま
で

完
全
舗
装
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

現
在
、
芝
原
峠
か
ら
湯
沢
町
道

が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
将
来
的

に
は
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
つ

な
が
る
計
画
で
す
。

★
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
対
策
委

　
員
会

　
湯
沢
砂
防
工
事
事
務
所
碓
井

副
所
長
が
来
村
し
、
清
津
川
ダ

ム
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
。

　
　
　
豪
雪
で
被
災
さ
れ
た
人
に

　
　
　
　
　
電
気
料
の
特
別
措
置

　
　
　
豪
雪
で
家
屋
が
損
壊
等
の
被

　
　
災
を
受
け
ら
れ
た
人
に
対
し
て

　
　
電
気
料
金
の
特
別
措
置
が
設
け

　
　
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
こ
の
措
置
の
中
に
は
、
電
気

　
　
料
金
の
早
収
料
金
適
用
期
間
の

　
　
延
長
、
不
使
用
月
の
電
気
料
の

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ゑ
　
　
の
　
　

衝
等
が
あ
り
ま
す
．

㊧
詳
し
く
は
、
東
北
電
力
㈱
＋

細
日
町
営
業
雲
五
二
⊥
、
一
一
。
七
）

い
よ
実
施
調
査
に
入
り
ま
す
。

★
北
越
北
線
第
三
セ
ク
タ
ー
設

立
準
備
会

　
三
月
一
日
、
十
日
町
ク
ロ
ス

ー0

で
設
立
準
備
会
が
開
か
れ
、

沿
線
市
町
村
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
検
討
の
結
果
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

★
信
濃
川
水
系
水
対
策
協
議
会

　
県
で
は
、
信
濃
川
の
水
問
題

に
つ
い
て
長
期
的
、
総
合
的
に

研
究
す
る
た
め
、
五
十
二
市
町

村
、
四
十
六
の
土
地
改
良
区
、

県
内
水
面
漁
協
を
集
め
て
協
議

一■『一8層■層一口■口層8層饅ロー

r
　
　
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
い
よ
　
　
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
一

　
　
一
I
I
一
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一
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狂
犬
病
予
防
接
種

　
　
　
　
の
ご
案
内

市
町
村
長
か
ら
、
被
害
証
明

を
受
け
ら
れ
た
方
。

口
豪
雪
に
よ
り
売
上
げ
が
減

　
少
し
た
り
、
売
掛
金
債
権
の

　
回
収
が
長
期
化
す
る
な
ど
間

　
接
的
に
被
害
を
受
け
た
と
公

　
庫
が
認
め
た
方
。

二
、
融
資
限
度
　
千
二
百
万
円

三
、
利
率
　
　
年
八
・
一
％

四
、
融
資
期
間

　
運
転
資
金
、
設
備
資
金
と
も

　十

年
以
内
（
据
置
二
年
以
内
含
む
）

五
、
取
扱
期
間

　
五
十
九
年
八
月
三
十
一
日
迄

　
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫

長
岡
支
店
（
〇
二
五
八
－
三
六
－
四
三
六
〇
）

　
狂
犬
病
の
春
期
予
防
接
種
を

表
の
通
り
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
愛
犬
家
は
、
忘
れ
ず
に
受
け

広報かかマと

　　　㊨寝

（7〉N・．33359、4．10

　
災
害
貸
付
の

　
　
　
開
始
の
お
知
ら
せ

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
豪
雪

で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
中
小
企

業
の
皆
さ
ま
に
、
左
記
に
よ
り

緊
急
融
資
の
取
り
扱
い
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。

一
、
融
資
対
象
者

　
O
直
接
被
害
を
受
け
ら
れ
、

＜狂犬病予防接種日程表＞

て
く
だ
さ
い
。

★
料
金
　
三
千
七
百
十
円

　
（
登
録
料
・
注
射
料
金
）

★
持
参
す
る
も
の

　
e
料
金
　
口
印
鑑
　
日
登
録

　
　
申
請
童
田

　
持
家
住
宅
建
設
資
金

　
の
貸
付
の
お
知
ら
せ

　
県
で
は
、
持
家
住
宅
の
促
進

を
図
る
た
め
、
木
造
住
宅
建
設

資
金
を
貸
付
け
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

★
貸
付
内
容

月日 会　　　場 時　　間

4
月
2
0
日
（
金
）

芋　沢神　社前 前10：00～10：10

東田沢神社前 10：20～10：30

田　代御　堂　前 11：00～11：10

清田山神社前 11：20～11：30

重地中村屋商店前 11：40～11：50

倉俣診療所前 後1：30～1：50
宮中集落センター前 2：10～2：50

4
月
2
3
日
（
月
）

保健センター前 前10：00～12：00

土倉分校前 後1：20～1：30
倉下ポンプ置場前 1：35～1：40

葎沢おもや商店前 2：00～2：10

山田虎栄宅前 2：20～2：30

東田尻集落センター 2＝40～2：50

白羽毛神社前 3：00～3：10

●
貸
付
限
度
額
　
新
築
　
四
百

　
万
円
、
増
改
築
　
百
万
円

●
利
率
お
よ
び
償
還
期
間

　
年
六
・
○
％
　
十
年
以
内

★
受
付
期
間

　
四
月
二
日
（
月
）
～
四
月
二
十

　
八
日
（
土
）
ま
で

★
貸
付
の
条
件

　
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め

木
造
住
宅
の
建
設
を
し
よ
う
と

す
る
人
。
（
床
面
積
　
所
得
な
ど

の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
）

　
詳
し
く
は
、
県
土
木
部
建
築

住
宅
課
（
魯
9
一
五
干
二
四
－
三
八
9
一
）

　
固
定
資
産
税
納
付
書
の

　
　
一
部
改
正
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
度
出
る
固
｛
疋
資
産
税
の

第
一
期
分
納
付
書
に
は
、
全
期

分
納
入
で
き
る
前
納
納
付
書
が

つ
い
て
い
ま
す
。

★
前
納
を
希
望
さ
れ
る
人

　
前
納
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

第
一
期
の
納
付
期
限
ま
で
に
、

艶
　
　
－
　
o
　
　
　
　

福

翫さ燐
ジ

や￥炉ヒ

篇づ奪
な

Nノ

　　　〆　「い一い

おさ
花い
見㌻
しう

ぢお今
・く坪

穆は
ざ ん

り　　＿

榔z
　そキ
セス、
才じじ
浄

　　お廿お
　すf’二
　　しイぎ
　　イリ
＾　　　　　ヒ
　ヘ　　ニ

ハ ，

戸α
カ

は

く　　　　　　とギ
い　く
い

㌧ 吻

3
’《b

領
収
証
書
と
納
付
書
を
切
り
離

さ
な
い
で
、
直
接
指
定
金
融
機

関
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

★
前
納
を
希
望
し
な
い
人

　
例
年
通
り
、
納
税
組
合
を
通

じ
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
税
組
合
を
利
用
し

て
前
納
さ
れ
た
場
合
で
も
、
納

税
組
合
事
務
奨
励
金
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税

　
　
改
正
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
九
年
度
分
か
ら
軽

自
動
車
税
の
税
率
が
左
記
の
通

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
原
動
機
付
自
転
車

ω
五
〇
㏄
以
下
　
　
　
　
　
　
　
千
円

⑭
九
〇
㏄
以
下
　
　
　
　
　
千
二
百
円

⑥
一
二
五
㏄
～
二
五
〇
㏄
　
千
六
百
円

二
、
軽
自
勘
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
勘

車…
…
軽
自
動
車

　
O
り
二
輪
（
側
車
付
含
む
）
二
千
四
百
円

　
ω
三
輪
　
　
　
　
　
　
　
三
千
百
円

　
㈲
四
輪
以
上

　
●
営
業
用
　
　
　
　
　
五
千
五
百
円

　
　
　
　
（
乗
用
）

　
●
自
家
用
　
　
　
　
　
七
千
二
百
円

　
●
営
業
用
　
　
　
　
　
　
　
三
千
円

　
　
　
　
（
貨
物
）

　
●
自
家
用
　
　
　
　
　
四
千
円

　
●
専
ら
雪
上
を
走
行
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
千
四
百
円

　
国
小
刑
縣
殊
自
動
車

　
●
農
耕
作
業
用
　
　
　
　
千
六
百
円

　
●
そ
の
他
　
　
　
　
　
四
千
七
百
円

三
、
二
輪
の
小
型
目
動
車
　
　
四
千
円

津
川
多
目
的
ダ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
策
委
員
会

　
清
津
川
ダ
ム
は
、
信
濃
川
水

系
清
津
川
の
鹿
飛
橋
上
流
三
百

メ
ー
ト
ル
付
近
に
多
目
的
ダ
ム

と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
二
月
二
十
八
日
、
中
里
村
清

津
川
多
目
的
ダ
ム
対
策
委
員
会

に
、
湯
沢
砂
防
工
事
事
務
所
碓

井
副
所
長
が
き
て
計
画
の
概
要

を
説
明
し
ま
し
た
。

　
概
要
書
に
よ
り
ま
す
と
、
こ

の
ダ
ム
は
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
で
高
さ
百
五
十
メ
ー
ト

ル
、
総
貯
水
容
量
一
億
七
千
万
ト

ン
、
有
効
貯
水
容
量
一
億
六
千

万
ト
ン
で
洪
水
調
節
、
流
水
の

正
常
な
機
能
の
維
持
、
か
ん
が

い
用
水
お
よ
び
都
市
用
水
の
供

給
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
実
施
調
査
が
行
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
村
で
は
こ
の
問

題
に
対
し
て
清
津
川
多
目
的
ダ

ム
対
策
委
員
会
を
中
心
に
検
討

し
、
将
来
に
く
い
を
残
さ
な
い

よ
う
に
慎
重
に
対
処
し
て
い
き

ま
す
。
ダ
ム
対
策
委
員
会
は
、

村
議
会
議
員
や
専
門
家
な
ど
十

三
人
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
補
助
の
活
用
を

　
森
林
資
源
の
衰
退
は
、
文
明

を
も
滅
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
資
源
の
確
保
は
、
国
家
的

な
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
造
林
、
保
育
、

（
下
刈
、
除
間
伐
、
雪
起
、
枝

打
ち
、
作
業
路
開
設
）
の
助
成

を
受
け
て
、
活
力
あ
る
森
林
を

造
成
し
ま
し
ょ
う
。

★
申
込
期
日
　
四
月
三
十
日
迄

　
詳
し
く
は
、
役
場
開
発
課
、

ま
た
は
、
十
日
町
森
林
組
合
ま

で
（
台
五
八
－
三
一
一
五
）
。

溜

の
羽
根
に
ご
協
力
を

　
緑
の
羽
根
募
金
運
動
は
、
県

民
の
緑
化
に
対
す
る
理
解
と
認

識
を
高
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
緑

化
運
動
を
進
め
る
た
め
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
中
里
村
で
集
め
ら
れ

た
募
金
額
は
、
十
万
二
千
七
百

七
十
二
円
で
し
た
。
村
で
は
、

県
か
ら
の
還
付
金
を
各
中
学
校

と
田
沢
虚
空
蔵
菩
薩
谷
園
の
植

林
に
利
用
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
「
緑
の
羽
根
」

に
対
す
る
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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尊
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継蟄…羅翻灘灘鐵 標準小作料を目安にお互いの話
し合いによって決めてください。

農地の区分 小作料の標準額 適　　　　　用　　　　　区　　　　　域

田

1　級　地 29，000円 清津川右岸開拓パイロット地区

2　級　地 26，000

④芋沢、桂、小原、干溝、田中、田沢、如来寺、上山、荒屋、通り山、

　芋川新田、桔梗原、高道山、朴木沢、朴木沢新田、白羽毛、程島、

　芋川、倉俣
◎新屋敷、本屋敷、堀之内、宮中、重地、下山、田代、東田尻、小出、

　以上の区画整備地区

3　級　地 18，000
上記◎地区の未整備地区、芋沢（ひる坂以南）、東田沢、原町、新里、清

田山（区画整備地区）

4　級　地 10，000
清田山（未整備地区）、西方、土倉、倉下、たかば、西田尻、

田代（未整備地区）、葎沢、角間

畑

1　級　地 9，000 田の2級地相当区域または収益性の高い作物を栽培する場合

2　級　地 6，000
田の3級地相当区域または比較的収益性の高い作物を栽培する場合

3　級　地 3，000 田の4級地相当区域または収益性の低い作物を栽培する場合
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匁繋麹

繍の晒参庸
　その昔、倉俣村の郡道として発

達した重地一小出線。現在は、車

の通れる道路へと改良中です。こ

こからのながめは、眼下に清津川

が望まれ、たちならぶ古木は歴史

を物語ってくれます。

　撮影場所（西田尻地内）

方言∂椋これ

嚢
　
　
　
ロ

　
ノ

あっらえた………たのんだ

あちこたね………だいじょうぶ

いっぺ……………たくさん

いっきびだ………いいきみだ

うっせ……一……うるさい

おしこぐる………おす

おっかながる……おそろしがる
「方言の研究」から清津峡（小）土倉分校作

“
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る

ぞ
”
と
い
う
情
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

ス
ッ
飛
ん
で
行
き
ま
す
。

　
（
六
三
・
二
五
一
一
㊥
二
一
）

星
野
建
設
に
感
謝
状

　
二
月
九
日
午
後
五
時
二
十
分

に
発
生
し
た
清
津
峡
温
泉
雪
崩

災
害
の
際
㈲
星
野
建
設
は
、
率

先
し
て
災
害
救
助
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
こ
の
功

績
に
対
し
て
、
県
と
村
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

中
里
村
消
防
団
に

　
　
　
　
　
　
　
表
彰
状

　
清
津
峡
温
泉
雪
崩
災
害
の
際

い
ち
早
く
災
害
現
場
に
駆
け
つ

け
、
徹
夜
で
救
助
活
動
に
当
ら

れ
た
中
里
村
消
防
団
に
対
し
て

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
く
ら

れ
ま
し
た
。

蹴

▲何でもあって便利だね

中
里
物
産
展

　
　
　
　
大
に
ぎ
わ
い

　
三
月
二
十
日
、
総
合
セ
ン
タ

：
前
は
、
村
商
業
協
同
組
合
（
仮

称
）
が
主
催
し
た
中
里
物
産
展

で
一
日
中
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
立
ち
並
ぶ
テ
ン
ト
の
中
に
は

シ
メ
ジ
や
ウ
ド
な
ど
の
特
産
物

の
他
に
、
鮮
魚
か
ら
衣
類
ま
で

何
で
も
揃
え
て
あ
り
、
家
族
連

れ
で
楽
し
そ
う
に
買
物
を
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
月
二
十
五
日
、
久
し
ぶ
り

の
好
天
に
恵
ま
れ
第
五
回
村
民

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大

会
が
市
之
越
で
開
か
れ
、
九
十

七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

五
・
四
・
三
・
二
ニ
ス
タ
ー
ト
の

合
図
で
飛
び
出
す
選
手
の
顔
は

ど
の
顔
も
真
剣
で
、
フ
ァ
イ
ト

が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

〈
成
績
〉

★
小
学
生
女
子

　
一
位
　
上
村
周
子
（
田
沢
小
）

　
二
位
鈴
木
さ
や
か
（
倉
俣
小
）

　
三
位
　
保
坂
秀
子
（
田
沢
小
）

★
小
学
生
男
子

　
一
位
　
樋
口
正
和
（
田
沢
小
）

　
二
位
　
山
本
　
太
（
田
沢
小
）

　
三
位
　
藤
田
知
志
（
貝
野
小
）

★
中
学
生
女
子

　
一
位
井
ノ
川
邦
恵
（
田
沢
中
）

　
二
位
村
山
久
美
子
（
田
沢
中
）

　
三
位
　
樋
口
　
和
美
（
田
沢
中
）

★
中
学
生
男
子

　
一
位
　
桑
原
　
寿
彦
（
田
沢
中
）

　
二
位
　
井
ノ
川
正
平
（
貝
野
中
）

　
三
位
　
山
田
　
勝
幸
（
田
沢
中
）

★
リ
レ
ー
（
優
勝
）

小
学
男
子
　
田
沢
小
A
チ
ー
ム

小
学
女
子
　
田
沢
小
チ
ー
ム

中
学
男
子
　
田
沢
中
A
チ
ー
ム

う
わ
ー
！
こ
れ
全
部
雪

　
　
　
　
　
　
都
会
っ
子
と
の
交
歓
会

　
「
こ
ん
な
す
ご
い
雪
は
じ
め

て
」
と
い
う
東
京
目
黒
区
五
本

木
西
子
ど
も
会
（
一
行
三
十
人
）

を
招
い
て
の
交
歓
会
が
、
三
月

二
十
五
日
か
ら
二
泊
三
日
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

交
歓
会
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
ク

欝

▲元気よく飛び出す選手たち

ル
（
会
長
貝
沢
洋
次
）
が
主
催
し

た
も
の
で
、
今
年
で
九
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　
マ
ウ
ン
ト
パ
ー
ク
津
南
で
は

地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
都
会
の

子
ど
も
た
ち
に
ス
キ
ー
の
滑
り

方
を
教
え
た
り
、
夜
ど
ん
ど
焼

　
き
を
や
っ
て
交
流
を
深
め
ま

よ
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
総
合

し
セ
ン
タ
ー
前
で
モ
チ
ツ
キ
大

重が
会
を
や
り
、
都
会
の
子
ど
も

ネキ
た
ち
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

！
　
来
年
は
、
地
元
の
子
ど
も

てせ
た
ち
が
、
東
京
に
招
か
れ
デ
イ

し
りや
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
を
見
学

誌
し
交
流
を
深
め
る
計
画
で
す
。

し
村
づ
く
り
は
人
づ
く
り
で
す
。

た
わ
大
い
に
こ
う
し
た
活
動
を
盛

▲
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ワリワリワリリリ¢リワリワリワリリリワリワリワリワリワリワリリリワリリ
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しわ
〃

　
僕
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
す
。

そ
の
中
で
も
マ
ラ
ソ
ン
が
一
番
得
意

で
す
。
二
年
生
の
と
き
は
じ
め
て
マ

ラ
ソ
ン
大
会
で
一
位
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
三
年
生
の
と
き
一
回

勝
弥
君
に
負
け
た
だ
け
で
す
。
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
近
づ
く
と
、
休
み
時
間

に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
走
っ
た
り

家
で
な
わ
跳
び
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
は
、
マ
ラ
ソ
ン
の
選
手
に
な

・
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
ワ

搬楠？蝶駿濃艀i灘難驚1鱗

第1印象……O話題が豊富で楽しい人　i　・・鰹一
だと感じました。◆すなおでおとなし　i　新婚生活は……ワ同じ会社に勤めてい

そうで自分の好きなタイプでした。　　i　るのでいつもいっしょという感じです。

結婚を決意したのは……◆交際をはじ　i　エピソードは……◆彼女の家によく行

めて3ヵ月くらい経ったころ結婚しよ　i　ったので会社の仲間から「昨日も行っ

うと思いました。いっしょにいると心　iたべ」とよく冷かされました。

が安まるって感じです。ワわたしを引　i　どんな家庭を……◆友達が気軽に遊び

っぱってくれるところです。　　　　　i　に来てくれるような暖かい家庭。
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栄えある表彰旗を手に
　中里村消防団は日本消防協会の定例

表彰で栄えある表彰旗と表彰状を受け

ました。これは、日ごろの団結と規律

訓練の成果が認められたものです。特

に自動車分団のポンプ操法は優秀であ

り毎年のように県大会に出場していま

す。3月18日田沢（中）体育館で行われ

た表彰式には、消防団員150人が集まり

栄えある表彰を共に喜びあいました。

交
通
安
全

「
愛
の
凹
声
」
運
動

　
四
月
一
日
～
三
月
三
十
一
日

　
こ
の
運
動
は
、
交
通
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
県

民
が
積
極
的
に
家
庭
、
職
場
、

地
域
等
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
に

で
も
交
通
安
全
の
た
め
の
「
愛

の
一
声
」
を
か
け
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の

交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
歩
行

者
も
自
転
車
利
用
者
も
、
自
動

車
の
運
転
者
も
正
し
い
交
通
ル

：
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

ず
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
家
庭
で
、
職
場
で
、
地
域
で

街
頭
で
「
愛
の
一
声
」
運
動
を

実
施
し
、
交
通
事
故
を
無
く
し

ま
し
ょ
う
。

ジヤ

　
高
さ
十
層
と
い
う
巨
大
な
雪
ダ
ル

マ
の
前
で
、
第
九
回
上
山
雪
上
運
動

会
が
　
三
月
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
雪
ダ
ル
マ
は
、
こ
の
地
区

の
三
十
路
会
（
小
宮
山
省
三
会
長
）

が
中
心
と
な
っ
て
一
週
間
が
か
り
で

作
っ
た
も
の
で
す
。
ダ
ル
マ
さ
ん
の

後
は
、
ス
ベ
リ
台
に
な
っ
て
い
て
子

ど
も
た
ち
に
大
ウ
ケ
。
雪
が
降
り
し

き
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
百
人
が

集
ま
り
　
障
害
物
レ
ー
ス
や
風
船
割

り
ゲ
ー
ム
に
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

▲消防団員としての自覚を新たに

陶って

　
村
内
の
中
学
校
は
、
三
月
十
四
日
一

斉
に
卒
業
式
を
行
い
百
五
人
の
卒
業
生

を
送
り
だ
し
ま
し
た
。
田
沢
中
学
校
の

卒
業
式
で
は
、
七
十
八
人
の
卒
業
生
に

市
村
校
長
先
生
が
「
だ
れ
か
ら
も
愛
さ

れ
る
人
間
に
な
り
　
十
分
な
力
を
身
に

つ
け
て
故
郷
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
已

と
は
な
む
け
の
言
葉
を
卒
業
生
に
贈
く

り
ま
し
た
。

★
九
力
年
皆
勤
者
　
清
滝
和
哉
（
程
島
）

山
本
和
則
（
山
崎
）
　
岡
村
美
子
（
荒
屋
）

小
林
尚
美
（
上
山
）
鈴
木
二
三
子
（
重
地
）

▲先輩！握手で心が通う


